
飯塚市現地ヒアリング調査報告

ネクストステージの総合計画研究会
調査日 :2019年4月10日 13-15時

参加者:伴内委員・松川委員・山村委員

【事務局】黒石・高野

。公益財団証人
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129，146人(2015年国勢調査)

人口|・高齢化率:29.1%

-旧飯塚市:約8万人
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産業

214.07km2(旧飯塚市:71.80km2) 

.人口密度:603.3人/km2

(旧飯塚市約1100人/km2)

2006年3月26日

旧飯塚市・頴田町・庄内町・穂波町・筑穂
町が新設合併

-福岡市・北九州市それぞれから約1時間

に位置する、筑豊地方の中心的な都市。

.江戸時代から「長崎街道」の宿場町とし

て栄える。近代化以降の石炭産業時代に

多〈の炭鉱があったが、産炭地域におけ
る商業の中心(商都)としての位置づけ。

-石炭産業衰退後は自動車産業を中心と
した製造業と、大学を誘致して情報系産
業に力を入れている。

・市内に3つの理工系(情報系)の大学

九州工業大学情報工学部、近畿大学産
業理工学部、近畿大学九州短期大学

。 謀 説市センター
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飯塚市の都市計画・土地利用計画
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飯塚市立地適正化計画 p.10より銭粋

- 都市計画区域について
非線引き都市計画区域

2010年4月:現行の都市マス策定
2011年8月:都市計画区域を拡大(合併した旧・

筑穂町を、準都市計画区域から都市計画区域

へ編入)
2017年1月:福岡県の方針により、周辺の都市

計画区域とともに「筑豊広域都市計画区域」と
なる。

- 国土利用計画について
第1次総合計画策定時(合併後すぐ)に国土手!j
用計画を策定しているが、第2次総合計画策定
時には国土利用計画の改訂は行っていない。

総合計画において拠点連携型都市構造という
ことは明確に位置付けているが、国土手IJ用計

画市計画においては特にその方針は明記され
ていない。

現状では、国土手IJ用計画は福岡県の方で見直
しが行われていないので、市としても見直す予
定はない。 。公益財団証人

日本都市センタ-
Copyright 2019 The Authors. Copyrrght 2019 Japan Municipal Research Center AII Rights Reserved. 3 

圃ItOIII 01臨調・-3mnf 3 ・..m.地.. 

・制。刊， 0 3民M・-1~ぬnf ---U [二1・11111・E・a現
・ 掛 叶 制nI 01.剛 司山由制 一-.1 [コIIS11
。t開 寸 脚岬 口 10欄 ←

」

飯塚市立地適正化計画 p23より扱粋 ~ 公量財閥証人
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-飯塚市の課題
・用途地域外の国道沿いに商業系

の大規模な開発が集中している

住居系の開発も用途地域の縁辺
部ないし外側に多い

→中心市街地の空洞化が深刻な課

題であり、その活性化を図ることが
健幸都市(SWC)政策や立地適正化

計画のいずれにも共通した目標と
なっている。



。叫聞込人
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商庖街の庖舗の様子

全体的にシャッターを閉めている庖が多い

. 婦人向けの洋品庖が目立つ

- おもちゃ屋や菓子屋などもある

・銀行の建物は古く、かつての繁栄を偲ばせる

井筒屋の建物lま解体中

Copyright 2019 The Authors. Copyright 2019 Japan Municipal Research Center AII Rights Reserved 6 



嘉穂劇場の周辺

かつて炭鉱労働者の家族などの娯楽の場とし
て賑わった嘉穂劇場

・周辺にはスナック・パーなどの飲食庖が多く立
地している

Copyright 2019 The Authors. Copyrrght 2019 Japan Municipal Research Center AII Rrghts Reserved. 

マンションの立地

- 福岡への通勤者は人口の6%程度であるが、

新飯塚駅前や中心市街地には新しいマンショ
ンが立ち並んでいる

田川市など、より福岡から遠い地域に居住し
ていた人が、子どもの教育環境などを変えな
い範囲で、福岡に近づくために転居してくる、
というパターンもあり、近年は転入超過傾向
(自然減が大きいため人口は減少)

Copyright 2019 The Authors. Copyright 2019 Japan Municipal Research Center AII Rights Reserved. 
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西鉄飯塚パスターミナル
サンメディラック飯塚
- 老朽化していたパスセンターを建て替え。
• 1階パスターミナル、 2~4暗は休日夜間の急患

センター・看護学校・医師会オフィスなど、 5階
以上はマンション。

パスが通る道は比較的庖舗も開いていて人通
りも見られる。

Copyright 2019 The Authors. Copyrrght 2019 Japan Municipal Research Center AII Rrghts Reserved. 

健幸プラザ

ダイマル(大型庖舗)が撤退した跡地lこ、中心市街地

活性化事業の一環として、集合住宅と合築の施設と
して整備

運動器具が置かれて自由に運動できるほか、料理
教室など健康に関する活動が行われる

・プラザの前にはボルダリング用の壁、レンタサイク
ルのポートが整備される

Copyright 2019 The Authors. Copyright 2019 Japan Municipal Research Center AII Rights Reserved 
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ウォーキングコース{遊歩道}

- 飯塚川の旧河道に遊歩道が整備され、ところ
どころに健康遊具が設置されている。

街なかのいたるところにウォーキングコースの
案内、健康プラザまでの距離・消費カロリーな
どの表示などが設置されている。

Copyright 2019 The Authors. Copyrrght 2019 Japan Municipal Research Center AII Rrghts Reserved. 

街なかの子育て環境整備

- 健幸プラザに隣接して学童保育施設、保育園
を設置。

「街なか子育てひろば」は子育て相談や遊び
場、捜乳・おむつ替えなど、だれでも利用でき
る施設。

Copyright 2019 The Authors. Copyright 2019 Japan Municipal Research Center AII Rights Reserved 
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健幸都市(SWC)政策の位置づけ・経緯

- 基本構想の5つの基本理念の一つlこ「共に支え合い健やかに暮らせるま

ち」を設け、基本計画の重要な政策分野の一つに位置づけ

• swc政策に関する取組みの時系列的な経緯
- 2007年9月第一次飯塚市総合計画策定

・「ふれあいとやさしさが支える健やかなまちづ、くり」

- 2011年7月スマートウェルネスシティ首長研究会に参画

- 2012年3月 中心市街地活性化基本計画認定(-2017年3月)
・将来像:健幸をテーマとした飯塚の新たな魅力を創出

・人が集い交流する賑わいの場づくりを目指し、社会資本総合整備事業を
活用して中心市街地に健幸空間を整備

- 2014年3月いいづか健幸都市基本計画策定(第1次)

- 2017年度第2次総合計画策定
・上記の基本構想・基本計画における重点政策分野への位置づ、け

- 2019年3月第2次いいづか健幸都市基本計画策定。公益財団証人

日本都市センタ-
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swcに取組むこととなった元々の要因

石炭産業・炭鉱都市の特性として、労働者のケ力、などが多かったことか

ら、大規模病院(飯塚病院・市立病院など)から小規模のクリニックまで
医療機関の集積があった

・経済産業省からヘルスケア産業を新たな産業として育成することの提案
ースマートウエルネスシティ・筑波大学久野教授の紹介
一 国土交通省:健康・医療・福祉のまちづくりの推進ガイドラインの紹介
-swcに加入して中心市街地活性化のキックオフのミーテイングを行った

• swc政策に取組むにあたっての調査で、Ij:..市民の平均的な活動量が低

いことが明らかに今「歩く」ことを促進することが第一
ー まちなかの健幸拠点の利用促進 → 中心市街地活性化
ー ウォーキング、コースの整備 →向上

一 公共交通機関の利用促進 →拠点連携型都市構造・立適・公共交通
一 健幸プラザと各地域のトレーニング施設等の連携

-総合体育館の建設(I日1市4町にあったフルパッケージの体育施設の集約)

。 謀 説市センター
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健幸都市基本計画の推進・見直し

健幸都市インデックス
一 測定・評価が難しい項目が多い
一第2次計画で、は採用しなかったが、その代替として健幸プラザ等の施設利用

者数やフレイル予防など健康関連の個別の指標を防止して掲げ、関係各部
署が取り組みやすいようにした

一歩行量の増加による医療費の抑制効果などについて、単独自治体としてそ
れを判断するのは難しい

第1次計画では医療費を平成24年度の数値から維持することを目標とし

ていたが、それは不可能で、あった

第2次計画の基本方針
ーまちの健幸づくり
ーひとの健幸づくり
ーしごとの健幸づくり

。公益財団証人

日本都市センタ-
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第2次健幸都市基本計画に位置付けられた事業とKPI

歩いて暮らすまちづくり 道路路側帯グリーンベルト 1900m 3700m 

公共交通ネットワーク コミュニティ交通利用者数 78，965人 93∞o人

まち I健康拠点の充実・整備 スポーツ施設利用者 620，163人 650，∞o人
トレーニング室利用者 154，766人 170，000人

健幸プラザ利用者 31，843人 35，000人

まちの賑わいづくり 車いすテニス大会参加者数 9，334人 11，000人

生活習慣病予防と健康管理の推進 特定健診受診率 50.2% 60.0% 

健康教室参加者 3，804人 4，200人

運動機会・体力づくりの充実 ウォーキングイベント参加者 1，149人 1，700人

健康運動教室参加者 19，238人 21，000人

健康的な食生活の推進 健康出前講座実施数 19回 30回

社会参加・生きがいづくり フレイル予防サポーター登録 65人 250人

健康教育の推進 健幸ポイント事業参加者 652人 1500人

し|大学・企業等との連携 大学との包括連携協定事業 0件 3件

ご|地域産業・健康産業との連燐 地元食材を活用した事業数 95.4% 100% 

と|ー
事業所訪問実施数 0件 51'牛

。 謀 説市センター
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立地適正化計画の概要

• 2010年策定の現行都市マスタープラン
ー「拠点連携型都市づくり」の方針 →立適にも引き継がれる
- 2026年度までの計画期間 →立適も2026年度が計画期間
→立地適正化計画策定を受けて都市マスの見直しも検討中

-各樋計画との関係 (相関図}
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都市機能誘導/居住誘導区域

- 都市計画区域外に居住する人
は極僅か(1.7%)だが、用途地域
外には一定の居住がある(およ
そ1/3}。

・居住誘導区域は用途地域に対
して約50%の面積に設定され、
現状は全体の約40%の人口が
居住しているが、これを45%に引
き上げることが目標とされている。

- 都市機能誘導区域は旧市街・
中心拠点だけで、なく、合併前の
旧拠点などを含めていくつかの
パターンを設定して分散的に配
置されている。
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f 立地適正化計画と健
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「歩いて暮らせるまちの形成」と 際恕
宮ろコくりの

崎司置の警え万• 毘本的な方針 縄慣の震"

し、う都市像と健幸都市のビジョン 人口減少下での筆活利便佳の 拠点におのるZ窓利便縄8・の
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帽来の・らし 周辺巴おける人口密度の純情 野な居住環膚の確保

健康寿命の延伸を立地適正化
を車える笠窓

• 司鴎づ〈り 市民との鼠備によるまちづく
地蟻コミコニティの活怯化
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立地適正化計画と健幸都市

健康寿命の延伸を立地適正化計画の評価項目の第一に掲げている。

-計画における自慢値の考え方 【下図1

本計画の総合的成果〈目標):誰ちが実感できる健幸都市の実現

(評価項目): 曜康署命の征仰

|抑制蜘:凶作…ぽ
億康懸命(bl !o位 79.01 a 女位~繊 I 

l~制 男性~王 女位_'P~年 I 

歩いてaらせるまちの形成

笠洛サービスなどが住まいの易ilIに穆

をする、あるいl草公共交通などで容易

!こアクセスできる居住国慢の実現

活発なコミュニティ活動の昼間

多E里代交流、住民の社会参加 ・他l重活
動への童書加促進につながる交涜環境の

実規

健幸鶴市の要望
健康を支える
役会環績の盤傭

人・地l轟・自然とのつながりのi曽加

や自然と~くことが取り入れられ

だまちづくり、車広雪量らなくなって

も外出できる都市環療の実現

ーー』

平均考命の増加治をL回る健康容命の摺加
平均努命と健康君命の差 男性:く1.46年女住 ・く321年

(飯塚市立地適正化計画p108)
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